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岳
遭
活
動
を
考
え
る

群
馬
県
山
岳
連
監

副
会
長
　
羽
　
野
　
順
　
一

近
年
、
岳
連
加
盟
団
体
の
脱
退
が

年
々
続
き
、
新
入
会
の
団
体
も
少
な
く
、

運
営
面
と
組
織
の
面
で
今
後
の
弾
馬
岳

連
を
考
え
た
と
き
、
大
変
心
配
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
な
く
、
現
岳

連
役
員
及
び
加
盟
山
岳
会
の
人
達
も
含

め
関
係
者
全
員
が
同
様
な
思
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
状
況
は
轄
馬
岳
連
の
み
で
な

く
、
白
山
協
加
盟
の
各
都
道
府
県
山
岳

連
盟
等
も
同
様
で
あ
る
は
ず
で
す
。

岳
連
を
支
え
る
各
山
岳
会
の
中
に
は
、

こ
の
状
況
が
も
っ
と
深
刻
で
会
員
が

年
々
減
少
し
二
・
三
名
の
会
員
だ
け
に

な
り
、
つ
い
に
は
会
を
解
散
す
る
団
体

が
続
出
し
て
い
る
の
か
現
在
の
状
態
で

す。
想
い
返
せ
ば
一
九
五
〇
年
代
～
一
九

六
〇
年
代
は
日
本
全
国
が
登
山
ブ
ー
ム

で
、
休
日
と
も
な
れ
ば
満
員
の
夜
行
列

車
が
土
合
駅
の
ホ
ー
ム
に
着
く
と
、
登

山
者
で
ホ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

谷
川
岳
の
頂
上
ま
で
登
山
者
が
列
を
な

し
、
一
ノ
倉
沢
の
壁
を
目
指
す
ク
ラ
イ

マ
ー
で
順
番
待
ち
の
こ
と
も
た
び
た
び

で
あ
っ
た
。

私
の
所
属
し
て
い
る
墳
町
山
の
会
で

も
、
当
時
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

一
九
六
二
年
の
冬
山
合
宿
で
谷
川
連
峰

縦
走
中
、
風
雪
の
た
め
行
動
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
下
山
が
三
日
ほ
ど
遅
れ
、
新
聞

・
テ
レ
ビ
等
で
　
「
遭
難
」
　
の
報
道
が
出

て
、
そ
の
後
全
員
無
事
下
山
し
、
「
奇
跡

の
生
還
」
　
の
記
事
を
見
て
、
若
い
人
達

約
三
〇
名
が
一
度
に
入
会
し
て
来
た
。

全
員
が
新
聞
記
事
を
見
て
入
会
す
る
気

に
な
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
他
の
山
岳

会
、
企
業
内
の
山
岳
部
、
大
学
山
岳
部

等
も
同
様
に
、
山
好
き
の
若
い
人
達
が

こ
ぞ
っ
て
入
会
し
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
醇
馬
岳
連
で
も
、
各
会
か

ら
心
技
両
面
で
優
れ
た
人
材
が
集
ま
り
、

七
八
年
の
南
東
稜
か
ら
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

I
峰
の
登
頂
、
九
三
年
に
は
世
界
初
の

冬
期
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
南
西
壁
の
初
登
撃

と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
の
を
初
め

と
し
て
数
々
の
実
績
を
作
り
、
名
実
共

に
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
山
岳
連

盟
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

私
が
岳
連
に
初
め
て
出
て
行
く
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
当
時
墳
町
山
の
会
か

ら
川
辺
さ
ん
と
小
暮
勝
義
が
会
の
代
表

と
し
て
岳
連
役
員
で
顔
を
出
し
て
い
た

が
、
七
八
年
の
岳
連
隊
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I

峰
南
東
稜
で
小
暮
勝
義
が
逝
き
、
そ
の

後
任
と
し
て
会
の
指
令
を
受
け
、
岳
連

組
織
の
一
員
と
な
っ
た
。

自
分
自
身
と
し
て
は
、
岳
連
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
も
う
一
つ
の

こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
会
の
活
動
中
心

で
や
っ
て
釆
た
が
、
穂
高
洞
沢
で
の
人

名
全
員
が
ナ
ダ
レ
に
よ
る
遭
難
死
、
又

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
峰
で
の
小
暮
勝
義
の
遭

難
に
対
し
、
岳
連
の
皆
さ
ん
に
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
お
世
話
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
大
し
た
協
力
も
出
来

な
い
が
せ
め
て
も
の
恩
返
し
の
つ
も
り

で
、
岳
連
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
時
か
ら
二
十
五
年
が
経
ち
、

そ
の
間
、
主
に
編
集
部
を
中
心
に
、
当

時
機
関
誌
　
『
嶺
呂
』
　
現
在
は
　
『
山
岳
ぐ

ん
ま
』
を
岡
安
さ
ん
　
（
現
編
集
部
長
）

の
協
力
で
長
い
間
発
行
に
携
わ
っ
て
来

た
関
係
で
、
今
ま
で
岳
連
が
歩
ん
で
来

た
歴
史
が
そ
の
時
代
と
共
に
移
り
変
わ

っ
て
来
た
様
子
を
深
く
知
る
こ
と
が
出

来た。会
長
は
浜
名
会
長
か
ら
現
会
長
の
星

野
会
長
と
な
り
、
直
接
運
営
の
責
任
者

で
あ
る
理
事
長
は
、
石
井
さ
ん
、
田
中

さ
ん
、
八
木
原
さ
ん
、
名
塚
さ
ん
と
、

そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
方
々
が
引
き
継

い
で
こ
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
役
員
も
、

う
ま
く
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
な
か
ら
岳
連

全
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
日
頃
星
野

会
長
が
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
轄
馬
岳

連
ほ
ど
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
団
体

は
他
に
な
い
」
　
と
い
う
様
に
　
「
轄
馬
岳

連
」
　
の
名
の
も
と
に
各
分
野
で
そ
れ
ぞ

れ
が
頑
張
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
を
志
す
若
い
人
達
の
減
少
は
　
（
中
高

年
は
今
で
も
盛
ん
）
、
岳
連
も
各
山
岳

会
で
も
大
変
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
で
は
こ
の
問
題
を
打
開
す
る
に
は

と
言
わ
れ
て
も
、
正
直
特
に
解
決
策
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
で
私

な
り
の
勝
手
な
意
見
を
書
い
て
み
ま
す
。

白
山
協
の
　
『
登
山
月
報
』
　
で
、
田
中

会
長
が
日
山
協
の
組
織
強
化
を
重
点
に

未
加
盟
団
体
に
対
す
る
働
き
か
け
を
田

山
協
加
盟
団
体
に
対
し
お
願
い
し
て
い

る
が
、
こ
の
点
も
今
後
の
岳
連
と
し
て

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
そ

の
他
に
高
体
連
登
山
部
の
先
生
方
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
岳
連
と
各
会
が
中
心

と
な
り
、
お
互
い
に
連
携
を
と
り
、
卒

業
し
て
行
く
高
校
生
に
対
し
入
会
に
向

け
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
く
の
も
一
つ
の
考

え
か
と
思
う
。

以
上
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
す
る
前

に
、
岳
連
の
組
織
全
体
で
こ
の
問
題
に

取
り
組
み
、
出
来
れ
ば
「
検
討
委
員
会
」

を
作
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
沢
山
の
人

か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、
ま
と
め
て
か

ら
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
近

年
岳
連
行
事
も
増
え
、
関
連
団
体
へ
の

参
加
も
含
め
、
各
部
で
は
部
長
を
中
心

に
大
変
多
忙
な
毎
日
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
に
於
い
て
何
と
か
こ
の
件
を
ま

と
め
て
対
策
の
一
つ
と
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
岳
連
活
動
を
行
う
に
つ

き
、
例
え
ば
今
後
も
岳
連
を
離
れ
て
行

く
会
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
規
模

が
ス
リ
ム
に
な
れ
ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
活
動
も
ス
リ
ム
化
し
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
は
？
　
そ
う
い
う
こ
と
も

視
野
に
入
れ
、
岳
連
全
体
で
重
点
事
項

と
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
現
在
ま
で
の
素
晴
ら
し
い
実

績
と
栄
光
を
今
後
も
継
続
し
て
行
く
上

に
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
だ
と
痛
感
致
し
ま
す
。
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まんぐ畠山

大
会
報
告

土
　
屋
　
邦
　
夫

群
馬
豊
島
会

去
る
十
月
一
一
十
六
日
　
（
日
）
　
に
表
妙

義
に
お
い
て
、
第
二
十
六
回
県
民
登
山

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

辞
馬
登
商
会
が
ホ
ス
ト
山
岳
会
と
な
り
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

会
内
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
実
施

山
域
の
検
討
か
ら
始
め
ま
し
た
。
登
商

会
は
、
地
域
山
岳
会
で
は
な
い
の
で
、

地
元
の
山
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
古
く
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
山
草
津

白
根
周
辺
を
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

時
期
的
に
降
雪
な
ど
不
測
の
事
態
も
予

想
さ
れ
、
却
下
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
候

補
に
上
が
っ
た
の
が
、
O
B
会
員
を
中

心
に
よ
く
コ
ー
ス
を
知
っ
て
い
る
表
妙

義
で
し
た
。
紅
葉
に
さ
し
か
か
る
時
分

で
あ
り
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

参
加
者
も
集
ま
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

で
最
終
決
定
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
中

高
年
登
山
者
を
見
込
ん
で
、
で
き
る
だ

け
難
所
を
避
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
A
コ
ー
ス
＝
大
文
字
か
ら
奥
の
院

の
周
遊
コ
ー
ス
と
、
B
コ

ー
ス
＝
中
間
道
、
C
コ
ー

ス
＝
石
門
め
ぐ
り
の
三
コ

ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。

A
コ
ー
ス
は
数
箇
所
鎖
場

が
あ
り
、
三
コ
ー
ス
の
中

で
は
上
級
者
向
き
と
し
ま

し
た
。
B
コ
ー
ス
は
歩
く

距
離
が
長
く
、
途
中
の
あ

ず
ま
や
か
ら
金
鶏
橋
へ
降

り
る
コ
ー
ス
と
し
ま
し
た
。

C
コ
ー
ス
は
表
妙
義
の
代

表
的
な
石
門
め
ぐ
り
で
、

ス
リ
リ
ン
グ
な
鎖
場
が
あ

る
割
に
は
距
離
的
・
時
間

的
に
表
妙
義
入
門
コ
ー
ス

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
三
コ
ー
ス
で
は
や

や
物
足
り
な
い
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、

安
全
を
第
一
と
考
え
設
定

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
段
参
加
者

一
四
〇
名
と
役
員
四
一
名
、

合
計
一
八
一
名
の
登
山
愛

好
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
中

腹
ま
で
色
づ
き
始
め
た
表

妙
義
で
、
県
民
登
山
大
会

が
開
会
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス

に
わ
か
れ
、
各
リ
ー
ダ
ー

か
ら
コ
ー
ス
の
説
明
を
聞

い
た
後
、
入
念
な
準
備
体

操
を
し
て
登
山
を
開
始
し

ま
し
た
。
A
・
B
コ
ー
ス

は
妙
義
神
社
を
経
由
し
て
大
文
字
・
中

間
道
に
わ
か
れ
ま
し
た
。
C
コ
ー
ス
は

高
崎
山
岳
会
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
小
型

バ
ス
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
中
之
岳
神

社
駐
車
場
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
石
門

め
ぐ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス

と
も
順
調
に
日
程
を
こ
な
し
、
予
定
時

間
よ
り
大
分
早
く
開
閉
会
式
会
場
に
到

着
し
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
A
コ
ー

ス
の
鎖
場
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
し
、
全

員
事
故
な
く
無
事
登
山
大
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
登

商
会
O
B
が
心
を
こ
め
て
準
備
し
た
味

噌
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
和
や
か
に

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
主
管
山
岳
会
や
岳
連
役

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
よ
り
、
二

十
六
回
も
続
く
伝
統
あ
る
行
事
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
特
に
主
管
と
な
る
山
岳

会
は
準
備
や
運
営
が
大
変
で
す
が
、
山

を
愛
す
る
人
々
が
集
う
場
と
し
て
、
ま

た
登
山
者
の
底
辺
拡
大
を
広
げ
る
機
会

と
し
て
と
ら
え
、
今
後
も
末
永
く
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。
最
後

に
、
本
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
妙

義
町
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に
深

く
感
謝
し
、
御
礼
申
し
上
げ
結
び
と
致

し
ま
す
。
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轄馬カップ2003成績

《ジュニアクラス》
－ � � � �；ニー　．；， 

瀦 �� 

西山　文浩 �� �1 �l二三プ“ プロ �1 �ノ二三才 プロ �2 �10．5 �1 

瀬下　恵介 ��高崎工業高校 �1 �I二三才 フ‾亡 �1 �l二三タ ブ亡 �2 �8．2 �2 

高橋　彗多 �� �1 �一亡±ブ ナも �1 �t±ブ“ プロ �2 �8 �3 

平井　悠希 ��下館小学校 �1 �仁三才 ブ七 �1 �ノ三二タ ブも �2 �7 �4 

堤　　孔盟 �� �1 �I三二タ ブ亡 �1 �l二三才 ブ亡 �2 �5．5 �5 

塚田　運河 ��ロッククラフト �1 �仁三才 ブ亡 �1 �l二二タ ブーロ �2 �5．5 �5 

新井　裕人 ��高崎工業高校 �1 �I二三才 プロ �8 �7．3 �9 � �7 

沼田恵理子 �� �8 �15－ �1 �l二三ア ブも �9 � �7 

飯塚　幸治 ��高崎工業高校 �9 �14 �8 �7．3 �17 � �9 
平沢　雅輝 �� �10 �11－ �8 �7．3 �18 � �10 

沼尻　千璃 ��ロッククラフト �11 �8 �11 �4．1 �22 � �11 

《ミドルクラス》
∴∴　：「〕∴∴∴＿へ∴ト∴∵∴∴ � � � � �∴∴一∴∴∴∴∴ � �∴：∴∴∴∴∴∴∴：∴ ∴∴∴∴∴∴∴一∴∴∴∴∴ 

大島　智典 �Teame－rO ���TOP �1 �TOP �1 �2 �7 �1 

上杉智佐子 �横浜市 ���TOP �1 �TOP �1 �2 �6．5 �2 

沼田　正美 � ���TOP �1 �TOP �1 �2 �5．5 �3 

高橋　俊浩 �高崎工業高校 ���TOP �1 �TOP �1 �2 �5 �4 

松本　佳織 �上田市 ���TOP �1 �〝11．5 �5 �6 � �5 

斉藤きく代 �前橋市 ���TOP �1 �11．5－ �6 �7 � �6 
小寺　忠広 �上尾市 ���TOP �1 �9．8－ �7 �8 � �7 

北原三知江 �WS ���TOP �1 �9．5 �8 �9 � �8 

堀込　　務 �伊香保町 ���TOP �1 �9－ �9 �10 � �9 

日部　貴博 �高崎高校 ���TOP �1 �9－ �9 �10 � �9 

真下　昭宏 �WS ���TOP �1 �8．6 �11 �12 � �11 

沼尻　拓磨 �ロッククラフト ���TOP �1 �8．6－ �12 �13 � �12 

鹿山　知之 � ���TOP �1 �7 �15 �16 � �13 

千木良かおり �沼田女子高校 ���TOP �1 �5＋ �16 �17 � �14 
原口慎太郎 � ���TOP �1 �5．6－ �17 �18 � �15 

クリス　プリー �辞馬町 ���9．2－ �17 �8．6－ �12 �29 � �16 

片野　直子 �沼田女子高校 ���8－ �18 �8．1 �14 �32 � �17 

篠江　雄一 �国分寺市 ���9．2 �16 �5．6－ �17 �33 � �18 

《エキスパート〉
∴∴∴∴∴∴∴： � �∴∴「∴∴∴∴∴∴ ��：∴　∴二言 � �∴十∴1「 � � � � 

∴∴∴∴一∴∵ � � ∴∴∴∴す、∴∴∴∴∴∴∴ � �� �� �� �� 

横浜市 ���� �� �� 遠藤　　孝 ����11．5 �4 �17＋ �1 �5 � �1 

日野　雅之 �ジョーボー ���11．5＋ �3 �16．5 �2 �5 � �1 

高山　淳史 �WS ���TOP �1－ �7＋ �6 �7 � �3 
三橋　宏昭 �長野県坂城町 ���TOP �1 �6．5 �7 �8 � �4 

酒井　正信 �伊勢崎市 ���8 �8 �16－ �3 �11 � �5 
橋詰　正典 �長野市 ���8．0＋ �7 �8＋ �4 �11 � �5 
堀込　　悟 �伊香保町 ���9．0＋ �6 �8 �5 �11 � �5 
新田　龍海 �クライムワークス ���10．5＋ �5 �5＋ �8 �13 � �8 

まんぐ畠山

一
九
八
八
年
の
初
回
か
ら
、
な
ぜ
か
今
年
で
八
回
目
を
迎
え
る
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
辞
馬
カ
ッ
プ
を
、
十
一
月
九
日
、
ウ
ォ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
に
て
開
催
し
た
。

今
年
か
ら
、
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
、
リ
ー
ド
ロ
ー

プ
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
ス
の
種
目
別
で
競
う
。

競
技
内
容
は
、
各
ク
ラ
ス
と
も
技
術
的
ル
ー
ト
と
パ
ワ
ー
ル
ー
ト

の
二
ル
ー
ト
を
設
定
し
た
。

今
回
特
に
目
立
っ
た
の
は
、
子
供
達
の
出
場
が
多
か
っ
た
こ
と
。

半
ば
冗
談
で
中
学
生
以
下
も
出
場
可
と
し
た
が
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

一
人
、
ジ
ュ
ニ
ア
に
五
人
の
健
闘
で
、
選
手
・
見
学
者
を
喜
ば
せ
て

く
れ
た
。

各
ク
ラ
ス
の
様
子
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
は
子
供
が
多
く
、

ま
る
で
運
動
会
の
よ
う
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
と
お
互
い
火
花
を
散
ら
し
闘
志
む
き
出

し。

主
催
者
側
の
予
測
以
上
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
設
定
ル
ー
ト
の
完
登

者
が
多
く
、
決
勝
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
も
つ
れ
こ
ん
だ
。
こ
れ
は
嬉
し
い

誤
算
だ
っ
た
。

大
会
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
初
め

て
の
た
め
、
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
特
に
選
手
集

め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
集
め
に
は
苦
労
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
柘
植
さ
ん
に
各
ジ
ム
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
他
県
か
ら
も
数
名
の
参
加
者
が

集
ま
っ
た
。

し
か
し
残
念
な
の
は
、
岳
連
の
人
達
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と

だ
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
ス
に
も
参
加
で
き
る
実

力
を
持
っ
た
人
は
多
い
と
思
う
。

腕
に
自
信
の
あ
る
岳
連
諸
君
、
次
回
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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群
馬
岳
連
遭
難
対
策
部
長

松
　
永
　
幸
　
雄

平
成
十
五
年
度
の
冬
山
合
宿
が
左
記

の
様
に
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
L
‥
リ
ー
ダ
ー
）

大
間
々
山
岳
会

爺
ガ
岳
・
鹿
島
槍
ヶ
岳

（
L
福
田
純
一
）

太
田
山
岳
会

鹿
島
槍
ヶ
岳
（
L
長
山
栄
二
）

前
穂
高
北
尾
根
　
（
L
金
子
茂
敏
）

槍
ヶ
岳
　
（
L
武
井
幸
一
）

桐
生
山
岳
会

立
山（

丸
山
中
央
稜
、
L
吉
田
秀
樹
）

群
馬
登
高
会

谷
川
岳
～
平
標
山
（
L
堀
越
利
通
）

境
町
山
の
会

日
光
白
根
山
　
（
L
竹
川
弘
一
）

宝
剣
岳
～
木
曽
駒
ヶ
岳

（
L
竹
川
弘
一
）

黄
速
答
　
（
L
鯛
持
典
之
）

沼
田
山
岳
会

谷
川
岳
　
（
L
真
下
浩
）

富
士
山
　
（
L
水
野
金
太
郎
）

前
橋
山
岳
会

剣
岳
早
月
尾
根
　
（
L
角
田
守
）

松
井
田
山
岳
会

八
ヶ
岳

（
硫
黄
天
狗
、
L
須
藤
敬
二
）

今
冬
の
合
宿
は
悪
天
候
の
た
め
、
右

記
計
画
の
内
、
計
画
通
り
実
行
さ
れ
た

の
は
太
田
山
岳
会
の
槍
ヶ
岳
、
墳
町
山

の
会
の
宝
剣
岳
、
松
井
田
山
岳
会
の
八

ヶ
岳
の
み
で
し
た
。

沼
田
山
岳
会
の
富
士
山
で
は
九
含
目

で
強
風
に
よ
り
一
名
滑
落
、
下
肢
を
骨

折
し
、
地
元
山
岳
会
・
山
梨
県
警
・
防

災
ヘ
リ
等
に
お
世
話
に
な
り
、
翌
日
防

災
ヘ
リ
で
収
容
、
全
治
三
ケ
月
の
ケ
ガ

で
し
た
。

最
近
の
合
宿
の
傾
向
で
す
が
、
メ
ン

バ
ー
が
高
齢
化
し
、
こ
れ
か
ら
醇
馬
県

か
ら
海
外
の
山
や
よ
り
困
難
な
山
に
挑

戦
す
る
若
者
が
育
つ
の
だ
ろ
う
か
と
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢
の
為

で
し
ょ
う
が
、
予
備
日
等
の
不
足
や
、

計
画
遂
行
に
対
す
る
執
念
の
不
足
が
最

近
の
合
宿
で
は
顕
著
で
す
。

将
来
の
辞
馬
岳
連
を
背
負
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
若
者
を
育
て
る
た
め
に
も
、

各
会
か
ら
精
鋭
を
集
め
た
岳
連
隊
を
組

織
し
て
、
若
者
の
育
成
が
出
来
た
ら
と

思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
現
状
の
ま
ま
で
は
、

岳
連
は
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
来
年

度
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
向
上
を
期

待
し
ま
す
。

群
馬
岳
連
事
業
部
長

長
谷
川
　
　
　
勇

二
〇
〇
四
年
版
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー
が

各
界
・
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

第
十
六
作
目
の
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
作
品
の
応
募
が
少
な
く
、

当
方
か
ら
声
を
掛
け
て
作
品
集
め
と
い

う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
早
々
に
応
募
要
項
を
作
り
、
数
回

に
分
け
て
案
内
を
し
ま
し
た
が
集
ま
ら

ず
、
ほ
ぼ
、
前
回
と
同
じ
人
た
ち
の
ご

協
力
の
も
と
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

した。二
〇
〇
四
年
版
の
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
に
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た
登

山
者
の
写
っ
た
作
品
の
採
用
を
心
が
け
、

表
紙
に
つ
き
ま
し
て
は
毎
回
同
じ
で
は

な
く
、
若
干
デ
ザ
イ
ン
を
改
め
た
上
セ

ピ
ア
調
に
し
て
み
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ

と
見
た
感
じ
も
変
わ
り
面
白
く
仕
上
が

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
次
年
版
に

つ
き
ま
し
て
は
、
更
に
四
季
に
分
類
し
、

や
や
色
を
変
え
季
節
感
の
あ
っ
た
セ
ピ

ア
調
に
仕
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

売
り
捌
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の

と
こ
ろ
販
売
の
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
ま

す
の
で
、
製
作
部
数
を
減
ら
し
た
た
め
、

当
然
、
売
り
上
げ
・
収
入
の
減
少
は
や

む
を
得
ず
、
そ
れ
な
り
に
努
力
は
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
岳
連
事
業
部
の

カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
・
販
売
を
岳
連
内
外

に
も
知
ら
せ
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
販
路
の
拡
張
等
を
視
野
に
、
内
容

を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

又
、
こ
れ
ま
で
、
さ
さ
や
か
で
す
が

二
十
部
一
梱
包
に
付
き
一
部
の
謝
礼
を

付
け
て
き
ま
し
た
が
、
理
事
会
で
幾
度

か
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
は
廃
止
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に

達
し
、
今
回
か
ら
は
こ
れ
を
無
く
し
ま

し
た
の
で
こ
の
紙
面
で
ご
報
告
し
ま
す

と
共
に
、
特
に
こ
の
点
ご
理
解
い
た
だ

き
各
会
へ
の
ご
迷
惑
を
避
け
る
た
め
、

代
金
振
り
込
み
の
際
、
振
り
込
み
手
数

料
を
差
し
引
き
ご
入
金
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

尚
、
今
回
残
数
も
な
く
完
売
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

方
々
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

早
速
、
二
〇
〇
五
年
版
の
製
作
準
備
に

入
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
製

作
・
販
売
に
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
岳
連
収
入
に
お
力
を
お
貸
し
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
理
事
会
の
席
上
及
び
事
務
局

か
ら
の
文
書
発
送
の
折
り
、
応
募
案
内

を
幾
度
か
に
分
け
て
各
会
へ
案
内
す
る

予
定
で
す
が
、
年
間
募
集
と
し
ま
す
の

で
是
非
四
季
折
々
の
素
晴
ら
し
い
作
品

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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まんぐ畠山

氷
壁
講
習
会
報
告

初
級
報
告
者

太
田
山
岳
会
　
太
　
田
　
ひ
ろ
子

上
級
報
告
者

太
田
山
岳
会
　
町
　
田
　
雅
　
美

二
〇
〇
四
年
二
月
一
日
、
天
候
快
晴

・
気
温
零
度
の
な
か
、
氷
壁
講
習
会
が

栃
木
県
足
尾
町
の
松
木
沢
渓
谷
で
開
催

さ
れ
た
。
松
木
渓
谷
は
少
し
雪
を
か
ぶ

り
、
相
変
わ
ら
ず
荒
稜
と
し
た
谷
間
に

鹿
の
轄
れ
が
た
た
ず
ん
で
い
た
。
受
講

者
は
大
間
々
、
桐
生
、
登
商
会
、
前
橋
、

ミ
ヤ
マ
、
太
田
各
山
岳
会
よ
り
計
二
〇

名
が
参
加
し
た
。
始
め
に
田
中
成
幸
講

師
よ
り
開
講
の
挨
拶
が
あ
り
、
準
備
体

操
後
に
、
ロ
ー
プ
の
結
び
目
を
通
過
す

る
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
初
級
・
上
級
に
分
か
れ
て
氷
壁

に
向
か
っ
た
。

初
級
は
阿
部
源
指
導
委
員
長
の
も
と

一
〇
名
で
、
程
な
く
黒
沢
の
氷
壁
に
着

く
。
ま
ず
パ
イ
ル
の
種
類
及
び
取
扱
方

法
の
説
明
と
、
ア
イ
ゼ
ン
歩
行
練
習
を

繰
り
返
し
行
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
目
出

帽
・
手
袋
の
諸
注
意
を
受
け
た
後
、
氷

壁
七
㍍
の
所
で
氷
の
張
り
方
の
違
い
を

確
認
し
、
パ
イ
ル
の
打
ち
方
や
ア
イ
ゼ

ン
で
の
足
の
位
置
、
体
重
移
動
の
仕
方

等
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
各
々
が
三
箇

所
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
に

挑
ん
だ
。
昼
食
後
は
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
取

扱
方
や
氷
壁
で
の
支
点
の
取
り
方
等
を

パ
イ
ル
や
ス
リ
ン
グ
を
使
い
な
が
ら
作

り
体
重
を
掛
け
て
み
た
。
そ
の
後
、
各
々

で
そ
れ
ら
を
試
し
た
り
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ

で
の
練
習
に
励
ん
だ
。
実
際
に
初
め
て

の
人
や
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
何
度

か
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
達
も
交
え
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
め
ま
し
た
。

上
級
受
講
者
一
〇
名
は
横
向
き
沢
へ

移
動
し
、
田
中
成
幸
講
師
よ
り
「
今
回

の
講
習
会
は
リ
ー
ド
が
出
来
る
者
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ー
ド
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
者
は
自
分
が
登
る

だ
け
で
は
な
く
、
後
輩
を
指
導
す
る
た

め
の
技
術
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
　
と
訓
示

を
頂
い
た
。
氷
の
種
類
と
ス
ク
リ
ュ
ー

の
選
択
方
法
に
つ
い
て
、
ハ
ン
マ
ー
イ

ン
ハ
ン
マ
ー
・
ハ
ン
マ
ー
イ
ン
ス
ク
リ

ュ
ー
・
ス
ク
リ
ュ
ー
イ
ン
ス
ク
リ
ュ
ー

の
説
明
を
受
け
た
後
、
ロ
ー
プ
を
使
わ

ず
ア
イ
ス
ア
ッ
ク
ス
一
本
で
登
撃
及
び

下
降
を
行
っ
た
。
初
心
者
が
両
手
に
ア

イ
ス
ア
ッ
ク
ス
を
持
つ
と
、
手
元
に
神

経
が
集
中
し
て
し
ま
う
た
め
、
足
元
が

疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
ア
イ
ス
ア

ッ
ク
ス
を
一
本
に
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
意
識
し
な
が
ら
足
で
登
る
こ
と

に
集
中
で
き
る
た
め
、
丁
寧
な
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
練
習
が
で
き
る
。
次
に
ス
ク

リ
ュ
ー
だ
け
を
セ
ッ
ト
し
た
レ
ッ
ド
ポ

イ
ン
ト
で
の
登
撃

を
行
っ
た
。
こ
の

方
法
は
リ
ー
ド
初

心
者
の
精
神
面
と

技
術
面
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
最
後
に

V
字
ス
レ
ッ
ド
・

ア
イ
ス
ボ
ラ
ー
ド

・
氷
柱
で
の
支
点

を
作
成
し
た
。
こ

れ
ら
の
支
点
工
作

は
文
献
・
講
習
等

で
知
ら
れ
て
い
る

が
、
強
度
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
強

度
に
対
す
る
不
安

が
あ
る
と
、
実
際

に
ル
ー
ト
へ
出
た

場
合
に
　
「
使
う
勇
気
が
出
な
い
」
　
と
い

う
の
か
素
直
な
感
情
だ
と
思
わ
れ
る
。

今
回
は
男
性
三
人
が
引
っ
張
る
形
で
の

強
度
テ
ス
ト
を
行
っ
た
が
、
強
度
に
耐

え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
強
度
テ

ス
ト
を
実
際
に
行
っ
て
み
せ
る
こ
と
に

よ
り
「
知
ら
な
い
不
安
」
　
を
払
拭
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
各
々
が
練
習

を
行
う
こ
と
で
　
「
見
た
こ
と
が
あ
る
。

知
っ
て
い
る
」
　
と
い
う
状
態
が
　
「
使
え

る
技
術
」
　
と
な
り
ク
ラ
イ
マ
ー
自
身
の

力
に
な
っ
て
ゆ
く
。
上
級
の
講
習
は
指

導
技
術
の
方
法
論
だ
け
で
は
な
く
、
い

か
に
初
心
者
の
目
線
を
理
解
し
た
う
え

で
指
導
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

も
田
中
講
師
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

ご
指
導
頂
い
た
こ
と
を
持
ち
帰
り
岨
疇

し
、
今
後
に
活
か
せ
る
よ
う
精
進
に
努

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　
末
筆

で
は
あ
り
ま
す
が
、
受
講
者
に
代
わ
り

ま
し
て
、
講
習
の
企
画
準
備
を
し
て
下

さ
っ
た
委
員
会
の
方
々
、
限
ら
れ
た
時

間
の
な
か
で
内
容
の
濃
い
指
導
を
し
て

下
さ
っ
た
講
師
・
指
導
委
員
長
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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